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スペシャルオリンピックス日本・香川（SON 香川） 

ニュースレター 2009 年 4 月 1 日発行 

スペシャルオリンピックス（SO）とは、知的発達障害のある人たち（SO では「アスリート」と呼びます）に、日

常的なスポーツトレーニングと、その成果の発表の場である競技会を、年間を通じて提供し、社会参加を応

援する国際的なスポーツ組織です。 

 認定 NPO 法人スペシャルオリンピックス日本（SON）のホームページ http://www.son.or.jp/  

 「SON 香川ブログ」もご覧ください。 http://sonkagawa.ashita-sanuki.jp/ 

  
 

 

2008 年 11 月 13 日(木)、有森裕子 SON 理事長

を高松国際ホテルにお迎えして「SON 香川設立

総会・認証式・祝賀会」を開催。全国で 36 番目

の地区組織「スペシャルオリンピックス日本・香

川(SON 香川)」が設立されました。 

 認証式では、認定 NPO 法人スペシャルオリン

ピックス日本からの認証状と SON 香川の旗が、

藤本恒夫 SON 香川会長に渡されました。 
 地元マスコミも多数取材に来られ、この認証式

の模様は新聞・テレビ等で紹介されました。 

有森 SON 理事長は、細川佳代子ＳＯＮ名誉会長、

三井嬉子ＳＯＮ会長に続く 3 代目として、2008 年春

就任されたばかり。認証式の挨拶の中で、次の 2 点に

ついて、たいへん誉めてくださいました。 
☆SON 香川役員全員の名刺（裏面で SO 活動を PR） 

をつくっていたこと（富士ゼロックス四国株式会社

様のご協力）。 
☆「習字」「絵画」「お菓子作り」等の文化プログラ

ムも実施していること。  
有森 SON 理事長は、これからのＳＯ活動について、「それぞれの地域なりにやっていったらいいの

ではないか」「最初からつくり上げていくのは大変なので、既にあるものに入り込んで進めていくのも

一つの方法ではないか」「ＳＯに関心のある人に“この指とまれ”で集まってもらうより、全く興味の

ない人々のなかにＳＯが飛び込んでいく方が、より広がりをもつ活動となるのではないか」というよう

なことも･･･。 
2004 年秋冬「SO 冬季世界大会・500 万人トーチラン」以来、既存の障害関係というより、多方面の

方々のご協力により設立された SON 香川です。現在も様々なところに乗っかかりつつ邁進中ですので、

有森 SON 理事長のお話を心強く拝聴しました。（設立総会は 70 名、認証式は約 80 名の出席でした。） 
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 設立総会・認証式の後は祝賀会！  
有森 SON 理事長挨拶の後、香川県知事（香川県健

康福祉部副部長代読）と高松市副市長からお祝いの

詞をいただきました。 
まちかど漫遊帖総合プロデューサー「るいまま」

さんが当会のためにつくってくださったイメージソ

ング「輝くきみへ！」他 2 曲を歌ってくださいまし

た。 
香川県藤井高等学校で集めてくださった寄付金

が、生徒会長さんから SON 香川会長に贈呈されまし

た。 
 乾杯の発声は、2004 年秋「トーチラン」を県

内最初に実施した「国際ソロプチミストことひ

ら」の方。食事・歓談となり、有森 SON 会長は

各テーブルを回り写真撮影に応じてくださいま

した。 
＜祝賀会 104 名出席＞ 

SON 理事長と事務局／SON 高知会長と事務局長 
SON 徳島会長／来賓 2 名／トーチラン関係 2 名 
協力・賛助・ボランティア 34 名／アスリート 17 
名／ファミリー18 名／ヘルパー2 名／SON 香川 
役員（アスリート 1 とファミリー8 含む）24 名 

 

 2004 年の秋からのスペシャルオリンピックス日本の香川地

区組織発足に向けて、多くの方々のご支援ありがとうござい

ました。四国では最後の発足になりましたが、4 年目の秋に

めでたく設立できたことは、香川においては快挙であると思い

ます。お接待の心が生きている、さぬき人のボランティア精神

発掘にむけて、手をつなげていきましょう。 
 ふっと思ったのですが、四国八十八箇所めぐりのスタートは

徳島県、そして、ゴールは香川県ですよね。ほんとうに、おめ

でたいことでした。これからも、ご支援のほどよろしくお願いいた

します。   （「500 万人トーチラン」から関わるスタッフより） 
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10 月 19 日（日）地区ボウリング競技会 

  
山奥スポーツプログラム委員長より「反省点等」 

 いろいろありましたが、事故も無く、無事終えられました。お手伝いくださいましたＤｒ・コーチ・ボランティア方々、 
大変感謝致しております。2010 年に大阪にてナショナルゲームが行われますが、前回熊本のナショナルゲーム 
の件で困ったことが数点あったと思います。地区大会や独自の大会運営等を数多く経験しながら、それら問題を 
クリアーし、出来るだけ多くのアスリートを連れて行ってあげられるように、みなさん協力して頑張りましょう。 

＜ボウリング大会後の反省点＞ 
１．ボウリングでのウエアー・・・ボウリング大会のゲーム中にＧパンのアスリートが数名いました。襟付きのシャ

ツ・Ｇパン以外のズボン、もしくはキュロットスカートです。正式な大会では、投げさせて頂けませんので、日頃

の練習会から気をつけるようにしてみましょう。 
２．喫煙・・・ゲームの時だけでなく、館内に入ったらタバコ・お酒は、禁止されています。もし吸っていたら、みんな

でアドバイスしてあげるようにしてください。これは、練習中も同じです。 
３．集計中の間について・・・集計中は、どうしても間があいてしまうものです。休憩にあてるのも良いのですが、

ちょっとしたエキジビジョンマッチなどを行ってみては、いかがでしょう。（中略）いろんな試みがあるかと思いま

すが、また次回の大会までに案を出し合ってみましょう。 

   

ファミリーより「ＵＳＡの SO 本部から取り寄せたＳＯのメダルとリボンを、参加くださったアスリート＆ボランティアさ

んたちにプレゼントすることが出来ましたのも、ソニー生命さんはじめ、スーパーボウルさん、スタッフの皆様方の

おかげです。ほんとうにありがとうございました。SP 委員長には、多くの貴重なアドバイスをいただき、これからも

糧にしていきたいと思っております。これからも末永くご支援の程お願いいたします。」 
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10 月 5 日（日）コーチクリニック（ボウリング講義・実技） 

 

ボウリング講義  9:30～10:30 太田中央コミュニティセンター 
ボウリング実技 11:30～13:00  スーパーボウル高松 
【講 師】賀川 和子 さん（SON 長崎） 
【参加者】37 名（コーチ 23 名／ファミリー9 名／アスリート 5 名） 

SON 徳島よりアスリート２名ファミリー２名の４名も参加。 
感想「個人ごとのファイルは検討してはと思います。」 

「アスリートの目線で講義も実技も指導がありましたので、今

後アスリートに伝えるポイントが理解できました。」 
「長年、長崎でコーチをされている先生…アスリート一人一人

とコーチとのつながりが基本であると実感しました。」 
スペシャルオリンピックスの使命･･･知的発達障害のある人たちが、様々なオリンピック競技種目に準じたス

ポーツトレーニングや競技会に年間を通じて参加することにより、健康を増進し、勇気を奮い、喜びを感じ、家

族や他のアスリート、そして地域の人々と才能、技能、友情を分かち合う機会を継続的に提供すること･･･ 
使命をはたすためには、コーチの育成が必要不可欠です。「コーチクリニック」開催の際は、参加または周囲

への参加呼びかけをお願いします。特に、【ゼネラルオリエンテーション】と【アスリート理解】は、スポーツ種目

の得意不得意に関係なく受講できますので、皆様ぜひ参加してください。ファミリーの参加は必須です。 

アスリート委員会 

  

通常、奇数月第 4 日曜午後、アスリート委員会（茶話会）を開いています。その中で話がまとまり、8 月 24 日

（日）午後、高松市田村町のリハビリセンター体育館にてアスリート会主催「卓球」を行いました。2 回目は 11 月

23 日（日）午後、ウィンドヒル地域交流棟。ボランティア・ファミリーもサポートの形で加わりました。 
11 月 8 日（土）9 日（日）の「ALPs 全国アスリート集会 in 宮城」には、香川からの代表としてアスリート委員長

林哲也さんと支援者・香川利博さん、SON から委嘱されたアスリートメッセンジャー重利有香さんと支援者・吉岡

香織さんが参加しました。 
アスリート・リーダーシップ・プログラム（ALPs）･･･アスリートとしてスポーツプログラムに参加するだけではなく、 
幅広く SO 活動に携わりたいと願っているアスリートのために、SO が提供しているプログラムのこと。 
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11 月 30 日（日）【高知ボウリング】【小豆島ボランティア】【サンポート集会】 

【高知ボウリング】 
SON 高知主催「SON 四国ボウリング交流会・高知大会」にアスリート 8 名とコーチ・ファミリー（含へルパー）8

名が参加しました。ゲーム出場者は 44 名 （高知 27 名／徳島 9 名／香川 8 名）。後、高知市保健福祉センタ

ーに移動、お弁当をいただいての親睦会となりました。SON 徳島は阿波踊り。SON 高知はよさこい。香川は未

だレパートリーが無いので、アスリート一人一人がご挨拶をしました。"金比羅舟々"のような演目が要りますね～。

【小豆島ボランティア】 
瀬戸内海タートルフルマラソン全国大会に当会アスリートがボランティアとして参加して 3 回目。今回は、小豆

島のアスリート・ファミリーが多く加わり、ボランティアも合わせて約 20 名がドリンクサービスにあたりました。 
小豆島のファミリーより 「今日は、良い経験が出来ました。最初は 10 キロまで居られるかどうかと思っていた

けれど、先輩ファミリーやボラの方に助けて頂きながら 2 人は最後までお手伝いできました。 戸惑っていた姿が

次第に、自分から飲み物を渡しに行く我が子の様子を見て先輩ファミリーと感動を分かち合いました。お弁当ま

で用意して下さり、本当に有り難うございました。楽しかったです。又来年も宜しくお願いします！！」 
【サンポート集会】 

第 19 回香川県ボランティア NPO 交流集会・第 3 分科会「社会をかえるボランティア」に、SON ファミリーメッ 
センジャー豊田さんが出演。相談・展示コーナーに出展もし、SO の PR 活動をしました。 

12 月 7 日（日）【クリスマス会 IN 旧善通寺偕行社】【高松バドミントン】 

 

ライトアップされた洋館にて、「るいまま組」コンサート。 
亡き祖母を偲んで、毎日「千の風になって」を歌っているというアスリートが、 

テノール歌手セバさんとならんでステージ上で熱唱したりもしました。 
アスリート、ファミリー、ボランティア合わせて 70 名ほどの参加でしたが、役員 

関係 10 余名の他は、中讃西讃の方々でした。SO の行事は初めて～という方も 
多かったと思います。これからもよろしくお願いいたします。 
 【バドミントン】は、養護学校学校祭とも重なり参加者は少なめでしたが、いつも 

のように行われました。あくまで現実的な母たちに大人気のプログラムです。 

12 月 14 日（日）【スキー教室 IN サンビレッジしろとり】【合同ボウリング大会】 

【スキー教室 in サンビレッジしろとり】 
小・中・高の初心者アスリート３名参加。スキー以外でも何時もお世話になっている福岡さん（香川県スキー連

盟）より「３人とも怪我も無く無事に、なんとかボーゲンで上から滑れました」とのご報告をいただきました。 
【合同ボウリング大会】 

チャリティーボウリング…（株）アサヒビールの協賛により、2008 年 1 月から毎月第 2 日曜午後に開催した企 
画。今回 35 名と最多！この 1 年間でのべ 207 名の参加、約 15 万円のチャリティーをいただきました(m＿ｍ)。 

レベルアップ・ボウリング練習会･･･19 名参加。この日は特別にプレゼント付きでアスリートたち大喜びでした。 
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スペシャルオリンピックス日本・香川 2008 年度活動報告 

2008 年 1 月 ～12 月 の主 要 行 事 （ゴシック体 は当 会 または SO 主 催 ）  

1 13 日「まんのうリレーマラソン」に当会チームとして初参加 国営讃岐まんのう公園 

2 2 土アスリートたち、有森裕子 SON 副理事長と交流 香川県立丸亀競技場 

 23 日SON 香川設立準備委員会・ファミリー総会 スーパーボウル高松会議室 

3 1 土SON 全国地区組織会長・事務局長会議に出席 東京都内 

 23 日SON 香川設立準備委員会・定期総会 リハビリセンター（高松市田村町） 

4 6 日にこにこ健康塾「トレイルウォーク in 峰山 and BBQ」 峰山公園（高松市峰山町） 

 27 日「第 27 回サンサン祭り」出展 サンポート高松 

5 11 日カマタマーレ「第 2 回サッカー教室」（7/6「第 3 回」） フースフロイデ高松（高松市茜町） 

 16 金大川法人会「細川佳代子講演会」に出席 三本松ロイヤルホテル（東かがわ市） 

6 7 土百々先生の「絵画教室」(6/15 日と 7/5 土も開催) リハビリセンター（高 松 市 田 村 町 ） 

 21 土SON「ALPs アスリートメッセンジャー養成講座」参加 東京都内 

7 5 土全国ファミリー委員長会議に参加 東京都内 

 6 日コーチクリニック(ゼネラルオリエテーション・A 理解) ウィンドヒル（高松市三谷町） 

 13 日SON 岡山「水泳競技会」に出場 ＯＳＫスポーツセンター岡山 

 20 日SON 岡山「ボウリング競技会」に出場 コーシンボウル(瀬戸内市長船町) 

8 10 日「真夏のお菓子作り教室 2008」 高松市民文化センター 

 24 日アスリート会主催「卓球」（2 回目は 11/23 日） リハビリセンター体育館 

9 20 土中国・四国ブロック「認定コーチクリニック」参加(～21 日) 岡山県内 

10 5 日コーチクリニック(ボウリング講義・実技) スーパーボウル高松 

 18 土「クレセラボス」に出店 瀬戸大橋公園（坂出市） 

 19 日香川地区「ボウリング競技会」開催 スーパーボウル高松 

１１ 8 土「全国アスリート集会」にアスリート参加（～9 日） 宮城県内 

 13 木SON 香川設立総会・認証式・祝賀会 高松国際ホテル 

 30 日SON 高知主催「親善ボウリング大会」出場 高知市 

 30 日「タートルフルマラソン大会」にボランティアとして参加 小豆島・土庄町役場前 

 30 日「香川県ボランティア NPO 交流集会」出演と展示 サンポートホール高松 

12 7 日クリスマス会 in 旧善通寺偕行社 善通寺市 

 14 日スキー教室 in サンビレッジしろとり 東かがわ市白鳥町 

 14 日チャリティー・レベルアップ合同ボウリング大会 スーパーボウル高松 

 20 土SON 地区合同会議に出席（～21 日） 東京都内 
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2008 年 1 月～12 月の「スポーツプログラム」と「文化プログラム」 

スーパーボウル高松 

＜第２＆第４日曜夕方＞ 

「レベルアップ練習会」 毎月第 2 日曜…12 回 

「アスリート練習会」 8 月 12 月を除く第 4 日曜…10 回 
ボウリング 

善通寺/マックスボウル 

丸亀/スターボウル 

「善通寺」 1/27(日)､3/30(日)、4/20(日)､6/1(日)昼…4 回 

「丸亀」 7/18(日)昼、9 月より毎月第 2 金曜夕方…5 回 

バドミントン 
高松/築地小学校体育館 

＜月 1 回日曜夕方＞ 

1/20、2/3、3/2、4/6、5/11、6/1、7/6、8/3、9/7、10/5、

11/23、12/7(仏生山公園体育館)…12 回 

水泳 
坂出/角山運動公園プール 

＜土曜夕方＞ 

1/12､1/26､4/12､4/26、5/10､5/24、6/14、6/28、 

7/12(強化練習)、7/26、8/9､11/22、12/13…13 回 

習字・硬筆 
高松/リハビリセンター内 

＜月 1 回土曜朝＞ 

1/5、2/9、3/1、4/5、5/10、6/7、7/5、8/2、9/6、10/4、11/1…

11 回 

 2008 年 1 月より毎月第 2 日曜昼、スーパーボウル高松にて、「チャリティー・ボウリング大会」開催 
 5 月より奇数月第 4 日曜 16:00～17:00 スーパーボウル高松会議室にて「アスリート会」スタート 
 ほぼ毎月第 4 日曜 18 時から 1 時間ほどスーパーボウル高松会議室にて「ファミリー会」 
 「アスリートのためのボウリング練習会」終了後、1 時間ほど「ボランティアのためのボウリング練習会」 
 毎月第 4 日曜 15:00～16:45 高松太田コミュニティセンターにて「スタッフ会」 

 

スペシャルオリンピックス日本・香川 2008 年度会計報告 （2008 年 1 月 1 日～12 月 31 日） 

前期繰越額 収入 支出 次期繰越金 

1,568,742 円 1,874,615 円 1,042,440 円 2,380,847 円 

【収入】寄付金（チャリティー缶収入含む）344,976 円／賛助金 767,000 円／事業収入（チャリティーボウリング

等）153,675 円／補助金等 331,535 円／負担金収入（認証式参加費含む）228,619 円／雑収入 48,810 円  
【支出】スポーツプログラム費 7,600 円／大会参加費 17,000 円／コーチ研修費 15,600 円／行事費（バーベキ

ュー、認証式・祝賀会、クリスマス会）560,333 円／販売物品購入費（ピンバッチ）100,000 円／会議費(太田コ

ミュニティセンター)5,700 円／旅費交通費 227,685 円／通信運搬費 43,420 円／雑費 65,102 円 

 

スペシャルオリンピックス日本・香川 2009 年度予算 （2009 年 1 月 1 日～12 月 31 日） 

前期繰越額（予算） 収入（予算） 支出（予算） 次期繰越金（予算） 

2,380,847 円 1,940,000 円 1,392,000 円 2,928,847 円 

【収入】寄付金（チャリティー缶含む）450,000 円／賛助金 850,000 円／事業収入（バザー､チャリティー､カレンダ

ー）250,000 円／補助金等 100,000 円／負担金収入（参加費･ポロシャツ）250,000 円／雑収入 40,000 円  
【支出】スポーツプログラム費 100,000 円／大会参加費 150,000 円／コーチ研修費 100,000 円／行事費

200,000 円／広報事業費 50,000 円／販売物品購入費（ピンバッチ）300,000 円／会議費 12,000 円／旅費

交通費 300,000 円／通信運搬費 50,000 円／雑費 80,000 円／予備費 50,000 円 

 
賛助会費の払込みは「ゆうちょ銀行」をご利用ください。別紙『ありがとう名簿』参照。 SO メイト 1 口 10 万円／団体

1 口 1 万円／個人 1 口 3 千円 【口座記号番号】01640-7-129962 【加入者名】スペシャルオリンピックス日本・香川 
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 スペシャルオリンピックス日本・香川 2009 年度活動計画  

2009 年の主要行事 

1 25 日SON 香川通常総会・ファミリー総会 リハビリセンター(高松市田村町) 

2 8 日コーチクリニック(水泳) 角山運動公園温水プール（坂出市） 

4 26 日「第 28 回サンサン祭り」出店 サンポート高松 

7  一泊二日合宿参加 高知県大川村 

9 19 土（～20 日）SON ナショナルミーティングに参加 東京・渋谷 

11  SON 中国四国ブロック･バドミントン大会 愛媛県松山市 

11 29 日タートルフルマラソン大会にボランティア参加 小豆島・土庄町 

 29 日「香川県ボランティア NPO 交流集会」出展 サンポートホール高松 

12  日クリスマス会 未定 

「スポーツプログラム」と定期的な「文化プログラム」その他（変更あり） 

高松市 Ｔ．Ｔ BOWL にて、第２日曜と第４日曜午後 
ボウリング 

丸亀市 丸亀スターボウルにて、第２金曜夕方 

バドミントン 高松市 高松市立築地小学校体育館にて、第１日曜夕方 

坂出市 角山運動公園温水プールにて、第２土曜と第４土曜夕方 
水泳 

高松市 高松市立仏生山公園プールにて、第３日曜午前中 

習字・硬筆 高松市 かがわ総合リハビリテーションセンター内にて、第１土曜午前中 

絵手紙 高松市 かがわ総合リハビリテーションセンター内にて、第４土曜午後に随時 

アスリート会 高松市 Ｔ．Ｔ BOWL 会議室他にて、奇数月第４日曜午後 

ファミリー会 高松市 Ｔ．Ｔ BOWL 会議室にて、第２日曜午後 

運営委員会 高松市 かがわ総合リハビリテーションセンター内にて、第２日曜昼 

チャリティー行事 高松市 Ｔ．Ｔ BOWL にて、第２日曜午後「チャリティーボウリング大会」 

2010 年「SON 夏季ナショナルゲーム大阪」、2011 年「SO 夏季世界大会アテネ」への出場をめざします。 

 スペシャルオリンピックス日本・香川 2009 年度役員表（敬称略）  
【理事】 会長 藤本恒夫／副会長 重利雄史・石川千津子／事務局長 丸山隆博／会計責任者 鈴木正志 
ボランティアドクター 水重克文・松浦秀雄／スポーツプログラム委員長 山奥慎一／同副委員長 田頭淳司・ 
早川薫・山本哲／同担当 奥田貴士・鷲見樹里加／ファミリー委員長 山内琢三／同副委員長 豊田笑子・ 
松原正子／アスリート委員長 林哲也／財務担当 古竹孝一／広報担当 荒木美佐子・白井章江／ 
企画担当 安部照美・宮内みゆき・栗生みどり／事務局 本田知栄子        【監事】 坂上孝明／灘波博司 
【顧問】 安達俊彦／岩倉完司／沖川修／白井敏雅／竹田省二／平尾満知子／古市修平／村上敏廣 

スペシャルオリンピックス日本・香川 （事務局） 
〒760-0055 高松市観光通 2-8-20 高松市総合福祉会館 

NPO 法人高松市知的障害児者ネットワークみんなの広場内 

メール sonkagawa_08@yahoo.co.jp 
TEL  070-6571-6833 （ウィルコム） 
FAX  087-812-5757（「みんなの広場」内） 

  このニュースレターはソニー生命保険株式会社高松支社様のご支援により発行されました。 


